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第4回定例会

（
詳
細
は
8
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

－この広報紙は再生紙を使用しています－

本会議は、インターネット中継（ライブ・録画）も行っています。どうぞ、ご覧ください。本会本会会議 インターネット中 ライブ 録 も行も行っています。 いい。 国立市議会 検索

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  いじめ防止対策推進条例案を修正可決（第63号

議案）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  市議会議員と市長の選挙ポスターの公費負担額

を下げる条例案を可決(第64号議案)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  子ども・子育て支援新制度下での保育園等の利

用者負担額を定める条例案を可決（第62号議案）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  「第八小学校周辺道路に関する陳情」、「建設業

従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を

図るよう国に働きかける意見書の提出を求める

陳情」ほか陳情6件を採択

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  「特別支援教室モデル事業の経過の公開と学校

現場や保護者等の関係者が意見を述べる場づく

りを求める意見書」ほか議員提出の意見書４件、

決議３件を可決

（
詳
細
は
8
面
を
ご
覧
く

国
立
市
議
会
基
本
条
例
案
を

全
会
一
致
で
可
決

☆ 2月28日に土曜議会を開催します。市長施政方針に対する会派代表質
問を行います。

3月議会（第1回定例会）にお越しください

開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の〆切：2月20日（金）正午までに議会事務局へご持参ください。
※ なお、提出を希望される方は、書式等のご案内がありますので、早めに議会事務局
へお問い合わせください。
※日程は変更になることがありますので、市のホームページでご確認ください。
　審議の状況により、本会議の最終日は変更する場合があります。
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本会議
初日

小学生議場見学
12月18日の第４回定例会の最終本会議を
第二小学校の６年生が見学しました。

全27回の議会改革特別委員会最終日12月9日
　多くの皆さまのご協力に感謝を申し上げます。

☞
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総務文教委員会（委員長：池田智恵子　副委員長：大和祥郎　委員：石井伸之、長内敏之、前田節子、稗田美菜子、重松朋宏）総 文教教委委員員会 員長：池池田田智智恵子恵子　 員長：大和大和 委委員：石井石井伸井伸之伸之、長長内敏内敏之敏之、前前田節 宏）宏）

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
第
４
条
の
「
い
じ
め
の
禁
止
」
は

児
童
・
生
徒
に
限
定
し
て
い
じ
め
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、

授
業
の
中
で
人
権
教
育
、
道
徳
教
育

で
当
然
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
あ

え
て
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
上
位
法
（
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
）、
東
京
都
条
例
と
の
整
合
性
を

持
た
せ
て
入
れ
た
。
い
じ
め
防
止
と

い
う
か
ら
に
は
誰
が
何
を
行
う
こ
と

を
禁
止
す
る
の
か
を
、
当
然
な
が
ら

掲
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
大
津
市
の
事
件
が
き
っ
か
け
だ
と

思
う
が
、
い
じ
め
の
禁
止
を
法
律
に

し
な
さ
い
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

い
じ
め
の
相
談
を
受
け
る
第
三
者
機

関
と
し
て
の
救
済
機
関
、
市
長
が
強

調
し
た
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め

の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
や
弁
護

士
に
よ
る
出
前
授
業
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
。
当
事
者
で
あ
る
児
童
・
生

徒
か
ら
意
見
を
聞
い
た
の
か
。

答
子
ど
も
か
ら
は
直
接
聞
い
て
い
な

い
が
、
家
庭
か
ら
子
ど
も
の
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
な
が
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。

問
い
じ
め
る
子
の
中
に
は
家
庭
に
問

題
が
あ
っ
た
り
、
家
庭
の
Ｄ
Ｖ
、
貧

困
だ
っ
た
り
社
会
問
題
が
集
約
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
子
ど
も
だ

け
の
責
任
で
は
な
い
。
や
は
り
、
本

条
例
は
重
大
事
故
を
防
ぐ
ほ
う
に
重

き
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
一
番
は
未
然
防
止
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
基
本

方
針
に
掲
げ
た
。
そ
の
こ
と
を
含
め

た
条
例
で
あ
る
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問
い
じ
め
防
止
対
策
を
実
務
的
に
進

め
て
い
く
中
で
、
基
本
方
針
を
反
映

さ
せ
て
い
く
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答
第
10
条
の
対
策
連
絡
協
議
会
等
に

は
学
校
関
係
者
も
入
っ
て
く
る
。
情

報
交
換
し
な
が
ら
し
っ
か
り
進
め
る
。

問
い
じ
め
防
止
の
法
律
は
、
子
ど
も

の
た
め
で
は
な
く
て
、
大
人
が
自
分

の
責
任
を
回
避
す
る
た
め
の
法
律
で

は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
条
例
制
定
は
、
時
間
を
か
け
て
い

じ
め
の
芽
を
摘
ん
で
い
く
努
力
の
証

だ
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
第
４
条
の
い
じ
め
の
禁
止
の
訓
示

規
定
が
な
い
と
、
基
本
方
針
や
施
行

は
行
わ
れ
な
い
の
か
。

答
基
本
方
針
策
定
は
、
法
の
第
12
条

に
あ
る
と
お
り
努
力
義
務
だ
。

問
第
２
条
で
、
国
立
市
の
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
し
か
被
害
者
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
。

私
立
学
校
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
塾

や
民
間
学
童
保
育
所
な
ど
学
校
外
の

事
案
や
ネ
ッ
ト
上
の
人
間
関
係
で
加

害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
。

答
そ
れ
は
東
京
都
の
条
例
で
カ
バ
ー

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
条
例
制
定
で
、
生
徒
が
主
体
的
に

い
じ
め
を
許
さ
な
い
校
風
づ
く
り
等

を
企
画
し
行
う
ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ
の

取
り
組
み
は
、
ど
う
引
き
上
げ
ら
れ

る
の
か
。

答
基
本
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

中
学
校
３
校
で
行
っ
て
い
る
い
じ
め

防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス
ク
ー
ル
バ
デ

ィ
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
今
の
段
階

か
ら
情
報
提
供
し
て
い
る
。
児
童
会

で
の
挨
拶
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
誰
か
に
と
っ
て
よ
き
隣
人
と
な

る
よ
う
な
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
児
童
・
生
徒
が
主
体
と
な
る
活

動
を
、
市
内
全
域
に
進
め
て
い
き
た

い
。継

続
審
査
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
の
た
め
、

委
員
長
裁
決
に
よ
り
継
続
審
査
は
否

決
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
継
続
審
査

を
求
め
た
３
委
員
が
可
否
の
判
断
を

で
き
ず
退
席
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
本
条
例
に
よ
り
法
律
、
条

例
案
、
基
本
方
針
の
３
段
階
で
国
立

市
の
い
じ
め
対
策
を
進
め
て
い
く
と

理
解
し
た
。
運
用
の
上
で
基
本
方
針

に
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
教
育
セ

ン
タ
ー
、
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

連
携
し
て
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の

向
上
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の

確
保
等
一
歩
進
ん
だ
対
策
を
と
る
と

理
解
し
賛
成
す
る
。

【
賛
成
】
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て

条
例
制
定
す
る
こ
と
に
、
国
立
市
と

し
て
の
強
い
意
思
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
い
じ
め
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い

と
の
意
思
を
示
し
た
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
。
条
例
案
を
し
っ
か
り
機
能
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
国
立
市
に
お
い
て

悲
し
い
出
来
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

委
員
会
で
は
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
が
、
最
終
本
会
議
で
第
４
条

「
い
じ
め
の
禁
止
」
を
削
除
す
る
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
に
含
ま
れ
る
施

設
・
事
業
は
何
か
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

移
行
す
る
幼
稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も

園
、
認
可
保
育
園
、
家
庭
的
保
育
、

小
規
模
保
育
と
な
る
。

問
本
条
例
で
保
育
料
が
変
わ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

答
認
可
保
育
園
で
８
時
間
の
短
時
間

保
育
は
11
時
間
の
保
育
料
の
1.7
％
減

額
。
ま
た
、
認
可
化
さ
れ
た
認
証
保

育
所
と
家
庭
福
祉
員
、
施
設
給
付
型

幼
稚
園
は
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
長
時
間
保
育
は
何
時
間
か
。

答
11
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

問
短
時
間
保
育
の
1.7
％
減
額
は
額
に

し
て
い
く
ら
く
ら
い
か
。

答
低
い
階
層
で
月
に
100
円
、
高
い
階

層
で
月
に
500
円
の
減
額
と
な
る
。

問
短
時
間
保
育
の
方
が
延
長
し
た
ら
、

長
時
間
保
育
よ
り
高
く
支
払
う
ケ
ー

ス
が
出
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
恒
常
的
に
利
用
さ
れ
る
な
ら
、
11

時
間
で
契
約
す
る
よ
う
説
明
す
る
。

問
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
件
数
と

内
容
は
。

答
１
件
で
、
答
申
内
容
が
複
雑
だ
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。

問
私
立
幼
稚
園
は
、
新
制
度
に
移
行

す
る
の
か
。

答
市
内
９
園
の
う
ち
７
園
は
現
状
の

私
学
助
成
制
度
に
と
ど
ま
る
。

問
幼
稚
園
に
と
っ
て
は
現
行
の
方
が

運
営
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
新
し
い
運
営
費
で
は
、
難
し
い
と

い
う
園
側
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
幼
稚
園
の
第
３
子
の
保
育
料
が
無

料
に
な
る
の
は
、
第
１
子
が
３
年
生

ま
で
の
制
限
が
あ
り
、
４
年
生
以
上

の
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答
国
の
基
準
に
従
っ
た
の
で
、
そ
う

な
っ
て
い
る
。

問
市
民
説
明
会
の
参
加
人
数
を
問
う
。

答
11
月
15
日
は
１
名
、
11
月
20
日
は

３
名
で
あ
っ
た
。

問
市
民
へ
の
周
知
不
足
で
は
な
い
か
。

ど
の
よ
う
に
周
知
し
た
の
か
。

答
各
施
設
に
保
育
審
議
会
答
申
案
を

配
布
し
、
市
報
に
２
度
掲
載
、
保
育

審
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
た
。

問
全
保
護
者
あ
て
に
事
業
計
画
の
説

明
会
を
案
内
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
各
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
保
育
の
あ
り
方
が
大
き
く

４
月
か
ら
変
わ
る
。
制
度
の
内
容
を

丁
寧
に
説
明
し
当
事
者
に
一
番
よ
い

保
育
料
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
料
金
設
定
の
再
検
討
、
新

制
度
の
財
源
措
置
を
早
急
に
図
る
よ

う
国
に
要
望
す
る
べ
き
。

【
賛
成
】
今
後
開
か
れ
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
素
案
の
説

明
会
の
周
知
を
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
国
が
出
し
た
住
民
税
ベ
ー

ス
の
保
育
料
設
定
で
は
な
く
、
認
可

保
育
園
の
保
育
料
が
上
が
ら
な
い
よ

う
所
得
税
ベ
ー
ス
で
算
定
し
た
の
は

評
価
す
る
。
説
明
会
の
お
知
ら
せ
に

変
更
点
を
示
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

常
任
委
員
会
で
は
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
後
に
、
行

政
報
告
が
あ
り
ま
す
。
委
員
か
ら
は
質
疑
が
あ
り
、
意
見
も
出
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
は
３
委
員
会
で
17
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
案

　【
修
【
修
【
修
【
修
正
案
正
案
正
案
正
案
可
決
可
決
可
決
可
決
】】】】

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
案

　 

【
原
【
原
【
原
【
原
案
可
案
可
案
可
案
可
決
】
決
】
決
】
決
】

2

総務文教委員会 福祉保険委員会
● 2016年１月スタートの社会保障・税番号
制度の準備が進められています。
● 国立市に駐停車違反に係る慰謝料を求めた
裁判で、地裁は原告の訴えを退けました。
● 元市長に大学通り高層マンション紛争に係
る求償金を求めた裁判で、地裁は原告国立
市の訴えを退けました。
● 前記判決を不服として、国立市は高裁に控
訴しました。
● 国立市に市役所の消防設備点検に係る損害
賠償を求める訴訟が提起されました。
● 市職員の市役所コピー機利用に係る慰謝料
を求めた裁判で、地裁は原告の訴えを退け
ました。
● 元市長らに住基ネット再接続経費の請求を
求めた住民訴訟で、高裁は原告の訴えを退
けました。
● 市の委託事業等の源泉徴収所得税の納付不
足が確認され、対応しました。

● 認証保育所の財務状況がＢ評定の運営法人
について、予算執行状況と財務改善対策が
報告されました。
● 子ども・子育て支援法に基づき、子ども・
子育て支援事業計画（2015～2019年）素
案がまとまりました。
● 介護保険制度が改正され、地域包括ケアシ
ステムが構築される他、保険料と利用者負
担の見直しが行われます。

● 都営矢川団地の建替に伴う南東空地５千㎡
に「子ども、高齢者、にぎわい」の複合施
設を整備（2019年オープン）する計画素
案がまとまりました。

● 矢川メルカード商店街を「地域コミュニティ
の中心的存在」と位置づけた活性化計画が中
小企業等振興会議から最終報告されました。
● 多摩川衛生組合（４市共同ごみ焼却場）の
各市負担割合が見直されます。

● 下水道地震対策の第２期計画（2014～2018
年）が策定されました。
● 立川市錦町下水処理場と北多摩二号水再生
センターを接続する下水幹線3.3kmの計画
案が示されました。
● ２月に、コミュニティワゴン「くにっこミ
ニ」青柳ルートのダイヤが改正されます。

建設環境委員会

矢川複合施設イメージ

常
任
委
員
会
に
お
け
る
行
政
報
告
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議　案　等　と　審　議　結　果　★今回は議案数が多いため、各議案の概要、内容については、市議会ホームページをご覧ください。

平成26年第4回定例会　平成26年（2014年）12月1日～12月18日　 議
決
結
果

会　派　　（　）は所属議員数
（自由民主党・明政会の議員数は、議長を除く数）

自
民
明
政
⑷

共
産
⑶

ネ
ッ
ト
⑶

公
明
⑵

社
民
⑴

民
主
⑴

維
新
⑴

つ
む
ぎ
⑴

こ
ぶ
し
⑴

緑 

⑴
み
ら
い
⑴

新
風
⑴

議　案　名

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

予
　
算

第  6 8   号
議 　 案 平成26年度国立市国民健康保険特別会計補正予算(第１号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 9   号
議 　 案 平成26年度国立市下水道事業特別会計補正予算(第２号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 0   号
議 　 案 平成26年度国立市介護保険特別会計補正予算(第２号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 1   号
議 　 案

専決処分事項の報告及び承認について
　平成26年度国立市一般会計補正予算(第４号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第  7 2   号
議 　 案 平成26年度国立市一般会計補正予算(第５号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 8   号
議 　 案 平成26年度国立市一般会計補正予算(第６号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 9   号
議 　 案 平成26年度国立市国民健康保険特別会計補正予算(第２号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  8 0   号
議 　 案 平成26年度国立市下水道事業特別会計補正予算(第３号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  8 1   号
議 　 案 平成26年度国立市介護保険特別会計補正予算(第３号) 案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  8 2   号
議 　 案 平成26年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号）案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

決
　
算

認 定 第 1 号 平成25年度国立市一般会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 2 号 平成25年度国立市国民健康保険特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 3 号 平成25年度国立市下水道事業特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 4 号 平成25年度国立市介護保険特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 5 号 平成25年度国立市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

条
　
　
例

第  5 9   号
議 　 案 国立市オンブズマン制度審議会設置条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 0   号
議 　 案 国立市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 1   号
議 　 案

国立市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 2   号
議 　 案 国立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 3   号
議 　 案 国立市いじめ防止対策推進条例案 修正

可決 × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

第  6 4   号
議 　 案 国立市議会議員及び国立市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  6 5   号
議 　 案 国立市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○

第  6 6   号
議 　 案 国立市保育費用徴収条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 3   号
議 　 案 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 4   号
議 　 案 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 5   号
議 　 案 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第  7 6   号
議 　 案 市長等の給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ × × ○ × ○ 欠 ○ × × ○ ○

第  7 7   号
議 　 案 国立市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

意
見
書
等

議 員 提 出
第1 6号議案 国立市議会基本条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第1 7号議案 国立市議会会議規則の一部を改正する規則案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第1 9号議案 沖縄県民の意思を尊重し、米軍普天間基地の早期返還で「脱基地依存」の平和で豊かな社会構築を求める決議案 ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ ×

議 員 提 出
第2 0号議案 シェアハウスに居住するひとり親家庭に、実態に即して児童扶養手当、児童育成手当が支給されることを求める決議案 ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第2 1号議案 特別支援教室モデル事業の経過の公開と学校現場や保護者等の関係者が意見を述べる場づくりを求める意見書案 ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第2 2号議案 議会の議決を無視して公費を投入し続けてきた、現市政が元市長を訴える求償裁判の終結を求める決議案 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

議 員 提 出
第2 3号議案 手話言語法（仮称）の早期制定を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第2 4号議案 建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
第2 5号議案 家賃制度の改善と家賃引き下げを求める意見書案 ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ ×

議 員 提 出
第2 6号議案 国立市道東第２篠線の一部一方通行化を求める意見書案 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

請
願
・
陳
情

陳 情
第 7 号 2020年東京五輪のチケットを避難者に優先配布を求める意見書の提出に関する陳情 × × × × × × × 欠 × × × × ×

陳 情
第 8 号 都市機構の家賃値上げ幅拡大等の方針に反対し、家賃制度の改善を求める陳情 ○ △ ○ ○ △ ○ ○ 欠 △ ○ ○ ○ △

陳 情
第  1 0   号 手話言語法制定を求める意見書提出に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第  1 1   号 第八小学校周辺道路に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第  1 2   号 建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう国に働きかける意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第  1 3   号 「東京地方裁判所平成23年（ワ）第40981号損害賠償請求事件」控訴取り下げに関する陳情 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

陳 情
第  1 4   号 東京都公安委員会への意見書の提出に関する陳情 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

陳 情
第  1 5   号 佐藤市長が大規模行為景観形成基準に「適合」と判断した17.77ｍの西2丁目新設マンション計画に関する陳情 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

陳 情
第  1 6   号 番号制度に関する陳情 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

その他 動 議 に よ る
決 議 国立市いじめ防止対策推進条例案に対する決議の提出を求める動議 ○ × ○ ○ × ○ × 欠 × ○ ○ ○ ×

○…可決、採択　　×…否決、不採択　　△…一部採択　　欠…欠席（12月18日）　

会
派
略
称

自民明政＝自由民主党・明政会（石塚陽一・青木健・大和祥郎・石井伸之・東一良）　　共産＝日本共産党（高原幸雄・長内敏之・尾張美也子）　
ネット＝生活者ネット（阿部美知子・小川宏美・前田節子）　　公明＝公明党（小口俊明・中川喜美代）　　社民＝社民党（藤田貴裕）　
民主＝民主党（稗田美菜子）　　維新＝維新の党（生方裕一）　　つむぎ＝つむぎの会（池田智恵子）
こぶし＝こぶしの木（上村和子）　　緑＝緑の党（重松朋宏）　　みらい＝みらいのくにたち（望月健一）　　新風＝新しい風（藤江竜三）
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代
表
監
査
委
員
に
対
す
る  

質
疑

問
郵
券
の
管
理
に
つ
い
て
25

年
度
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

答
か
な
り
改
善
さ
れ
た
が
、
年

度
末
の
残
高
確
認
の
チ
ェ
ッ

ク
は
24
年
度
に
指
摘
し
な
か

っ
た
の
で
、
ま
だ
さ
れ
て
い

な
い
課
が
あ
っ
た
。

問
活
き
活
き
都
市
農
業
推
進

事
業
は
「
様
々
な
理
由
か
ら

計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
な

く
な
り
」
と
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
府
中
用
水
整
備
工
事
関
係

費
用
は
、
都
補
助
金
の
対
象

外
と
な
り
、
事
業
が
実
施
で

き
な
く
な
っ
た
。

問
庁
用
車
車
両
点
検
表
は
「
26

年
１
月
か
ら
様
式
を
改
め
た

こ
と
に
よ
り
、
今
後
記
載
漏

れ
は
な
く
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
が
」
と
あ
る
が
、
明

ら
か
な
改
善
点
は
。

答
今
ま
で
運
行
日
誌
と
点
検

表
が
別
々
だ
っ
た
が
、
新
し

い
様
式
で
は
１
枚
で
お
さ
ま

り
、
改
善
さ
れ
る
と
思
う
。

総
括
質
疑
と
歳
入

問
平
成
16
年
、
上
原
元
市
長
が

財
政
ピ
ン
チ
宣
言
を
し
た
時

の
経
常
収
支
比
率
108
・
4
％

か
ら
、
佐
藤
市
政
に
変
わ
り

25
年
度
は
96
・
1
％
に
ま
で

改
善
し
た
。
そ
の
理
由
は
。

答
分
母
の
歳
入
面
は
個
人
市

民
税
の
滞
納
繰
越
分
の
減
少

や
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
等

で
市
税
は
減
少
し
た
が
、
配

当
割
交
付
金
や
株
式
譲
渡
所

得
割
交
付
金
等
が
伸
び
、
全

体
で
0.2
％
増
の
ほ
ぼ
横
ば
い
。

分
子
の
歳
出
面
は
、
多
摩
川

衛
生
組
合
の
負
債
に
対
す
る

元
利
償
還
金
が
済
ん
だ
こ
と
、

下
水
道
事
業
で
の
資
本
費
平

準
化
債
の
活
用
等
に
よ
る
繰

出
金
等
や
職
員
退
職
金
等
の

減
に
よ
り
、
全
体
で
3.7
％
、

５
億
４
千
900
万
円
減
り
、
改

善
し
た
。

問
歳
入
増
の
た
め
の
施
策
は

検
討
し
た
の
か
。

答
収
納
課
の
努
力
と
25
年
度

か
ら
特
定
任
期
つ
き
職
員
と

し
て
債
権
管
理
担
当
課
長
を

配
置
し
組
織
改
正
で
市
債
権

係
を
設
立
し
強
化
し
た
。
ま

た
、
く
に
た
ち
未
来
寄
附
の

制
度
改
正
と
国
民
健
康
保
険

税
や
自
転
車
駐
車
場
の
利
用

料
、
グ
リ
ー
ン
パ
ス
制
度
を

見
直
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

問
あ
さ
ひ
ふ
れ
あ
い
広
場
の

売
却
は
４
億
753
万
円
だ
が
、
利

子
を
含
め
て
14
億
円
で
購
入

し
４
億
円
で
売
っ
た
こ
と
は

市
民
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な

い
と
思
う
。
市
長
は
今
後
も

庁
議
で
決
め
る
の
か
。

答
組
織
並
び
に
機
関
の
意
思

決
定
と
し
て
庁
議
で
市
長
や

部
長
が
発
議
し
、
審
議
後
に

決
定
す
る
。
そ
の
過
程
で
市

民
合
意
を
ど
う
得
る
か
は
、
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問
市
民
自
然
の
家
建
設
用
地

（
菅
平
高
原
＝
長
野
県
上
田

市
）
と
富
士
見
台
４
丁
目
自

転
車
保
管
場
所
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答
市
民
自
然
の
家
建
設
用
地

は
低
・
未
利
用
地
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
単
独
で
の
売

却
は
難
し
く
西
東
京
市
と
協

議
し
共
同
で
売
却
す
る
こ
と

で
進
め
て
い
る
。
富
士
見
台

４
丁
目
の
跡
地
は
、
ま
だ
具

体
的
に
貸
し
付
け
に
は
至
ら

ず
、
現
在
、
交
通
課
で
活
用

し
て
い
る
。

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一般会計 261億5,781万3,566 256億6,070万4,589 4億9,710万8,977

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 72億5,724万3,598 71億8,837万5,376 6,886万8,222
下 水 道 事 業 26億1,035万7,278 25億5,482万8,309 5,552万8,969
介 護 保 険 48億7,594万6,863 47億8,894万6,944 8,699万9,919
後期高齢者医療 14億8,056万1,864 14億3,315万6,822 4,740万5,042
小 　 　 計 162億2,410万9,603 159億6,530万7,451 2億5,880万2,152
合　　計 423億8,192万3,169 416億2,601万2,040 7億5,591万1,129

平成25年度各会計の決算状況 （単位：円）

歳　入 歳　出
市税
54.49%

民生費
47.12%

土木費
10.68%

教育費
8.38%

公債費6.20%

諸支出金3.16%
消防費3.94%

その他
2.23%

衛生費
7.02%

総務費
11.27%

国庫支出金
13.62%
国庫支出金
13.62%

市債1.93%

地方消費税交付金
2.94%

諸収入2.09%

財産収入
2.02%

繰越金1.48%使用料及び
手数料1.97%

地方交付税1.48%

その他
3.91%

都支出金
14.07%

平成25年度一般会計歳入歳出決算額構成比

「いじめ」に近い取り立て裁判に、これ以上市民の税金を使うな！
生活者ネット　３名　不認定

生活者ネットが提案した再エネ
設備への助成、子ども主体の「い
じめ防止プログラム」、高齢者食
事サービスの拡充、プレーパーク
の常設等評価できる施策はあるも
のの、一般会計を不認定とした一
番の理由は、住民訴訟を肩代わり
した２つの裁判。関口前市長から
40万円を取り立てるために241
万円を支出し、結局高裁で棄却さ
れたのは酷い税金の無駄遣いだ。
市議会の意思を無視して上原元市

長への取り立て裁判を続けている
のも許せない。一刻も早く不毛な
裁判に終止符を打つべき。
佐藤市政になって市民参加・市

民協働は大きく後退した。「あさ
ひふれあい広場」売却も、さくら
通り改修事業の桜の伐採も、未だ
市民の理解が得られていない。東
日本大震災後、防災計画は改訂さ
れず、エネルギー自給、景観と緑
の保全、ごみ減量施策も停滞した
一年だ。

平成25年度一般会計決算に対する評価と意見
自由民主党・明政会　５名　認定

　平成25年度普通会計ベースの
歳入総額は261億4,719万円とな
り、△2.9％ ７億9,337万円とな
った。収納率４年連続三多摩で一
番の98.8％という素晴らしい成
果を挙げたことは評価したい。ま
た、臨時財政対策債（借金）を大き
く減少させたことは当局の努力に
感謝したい。歳出面では256億
5,000万円と前年度に比べ９億
200万円のマイナスとなり経常収
支比率96.1％前年度の97.5％に

比べ1.4ポイントの減と佐藤市政
になり大変良い結果を出している。
扶助費は総額で73億7,800万円、

前年度に比べ3.7％増、障害者自
立支援給付費等も5.7％増となり、
課題は残る。下水道事業において、
資本比平準化債を活用したことに
より繰出金が約４億円減となり土
木費総額は約３億4,900万円減と
なった。社会情勢の厳しい現状を
考えると楽観視できず、今後も更
なる努力を期待する。

赤字地方債に頼らない財政運営が実現　
公明党　２名　認定

一般財源からの繰出しを前年比
11.6％減の33億6,700万円に抑
制することができた。職員給与の
東京都表への移行が定着し、行政
評価システムによる業務改善など
により、平成25年度の経常収支
比率は、前年の99.8％から96.1％
となった。
臨時財政対策債を借りることな

く、財政調整基金を取り崩すこと
なく市財政を運営することができ
た。市税の徴収率は、多摩26市

の中で連続３年間トップである。
市民に寄り添う徴税業務に心掛け
てほしい。
私立幼稚園就園奨励補助費用の

増額、さくら通りの改修事業、国
体の開催関連事業などを評価する。
公会計制度改革は、平成28年

度に導入開始と聞いている。複式
簿記・発生主義会計の活用によっ
て、正確な行政コストの把握と的
確な財政収支予測をおこない、健
全な財政運営に取り組んで欲しい。

開発優先、教育費は最低、公共料金の値上げの土木市政
日本共産党　３名　不認定

　25年度一般会計決算、国民健
康保険特別会計は不認定、他特別
会計は認定。国立の公共料金は、
26市中で高い方。谷、佐伯市政
で財政が悪化し20年間は借金漬
け。その後、ＪＲ中央線高架化事
業、中駐輪場土地買収、六小の土
地の買収、交付税削減などが財政
を圧迫した。土木費は、三多摩で
多い方から５番目。教育費支出比
率は最低。各市が人口減少の対策
として、教育、子育て施策を競い

合っているが国立市は反対の方向
を向いている。車両減少時代に都
市計画道路を強引に作るムダ遣い、
道路代替地で市民の広場の取り上
げで10億円の損切りのムダ遣い、
不当に高額な駐輪場費用を解決で
きないムダ遣い。一方で三多摩最
低の教育費、最高レベルの土木費、
駐輪場の利用料を値上げ、高齢者
の祝い金を削減、グリーンパスの有
料化、国保料の値上げ、学童保育
所育成料値上げの逆さまな市政だ。

平成25年度決算に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/認定・不認派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫　 るため、文字数に違いがあります。会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いが

平成27年2月５日発行 No.228

10月2日、3日、6日、7日開催
委員長：石塚陽一、副委員長：小川宏美
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歳
出 

（
質
疑
）

総
務
費

問
市
内
の
福
祉
館
等
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
が
、
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た

施
設
の
う
ち
、
東
福
祉
館
は

耐
震
工
事
の
必
要
あ
り
と
の

結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
、
26
年
度
に
設

計
、
27
年
度
工
事
と
い
う
予

定
で
進
め
て
い
る
。

問
職
員
表
彰
制
度
で
、
生
活

困
窮
の
方
を
対
象
と
し
た
就

職
面
接
用
ス
ー
ツ
等
無
償
レ

ン
タ
ル
事
業
が
大
賞
・
特
別

賞
に
輝
い
た
が
、
実
際
に
何

人
が
借
り
、
何
人
が
内
定
に

つ
な
が
っ
た
の
か
。

答
６
人
の
方
に
貸
し
出
し
を

し
、
う
ち
１
人
が
就
労
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

民
生
費

問
民
間
の
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
対
す
る
自
治
体
の
支
援
は

26
市
中
15
市
が
補
助
金
を
支

出
し
て
い
る
。
し
か
し
国
立

問
健
康
優
良
被
保
険
者
と
特

定
検
診
受
診
者
へ
く
に
た
ち

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た
効
果
は
。

答
健
康
優
良
ポ
イ
ン
ト
の
交

換
率
は
30
％
、
特
定
検
診
受

診
率
も
上
が
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
抑
制
し
、
資
本
費
平
準

化
債
を
導
入
、
４
億
円
借
り

入
れ
、
下
水
道
使
用
料
と
合

わ
せ
て
汚
水
処
理
費
を
賄
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
毎
年
４
億

円
借
り
入
れ
続
け
る
の
か
。

市
は
、
施
設
維
持
費
を
支
出

し
て
い
る
。
補
助
金
で
は
な

く
、
施
設
維
持
費
と
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答
緊
急
の
場
合
に
そ
の
施
設

が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
維

持
費
と
い
う
形
で
委
託
契
約

を
結
ん
で
い
る
。

問
高
齢
者
行
方
不
明
情
報
を

く
に
た
ち
メ
ー
ル
な
ど
で
配

信
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
検
討
状

況
は
ど
う
か
。

答
26
年
度
中
に
在
宅
療
養
推

進
連
絡
協
議
会
の
下
部
組
織

に
認
知
症
部
会
を
立
ち
上
げ
、

徘
徊
認
知
症
の
方
の
対
応
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

衛
生
費

問
甲
州
街
道
の
交
通
量
は
24

年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て

い
る
。
２
車
線
化
推
進
の
た

め
、
今
後
東
京
都
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
を
し

て
い
く
の
か
。

答
東
京
都
も
交
通
量
が
２
万

代
以
下
に
な
れ
ば
２
車
線
化

が
可
能
と
の
見
解
で
あ
り
、

推
移
を
き
ち
っ
と
把
握
し
な

が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

農
林
費

問
今
、
学
校
給
食
で
は
市
内

の
生
産
物
を
使
用
し
て
い
る

が
、
一
歩
進
め
て
、
年
間
に

使
う
野
菜
を
契
約
栽
培
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
数

軒
の
農
家
を
取
り
ま
と
め
て

市
内
の
野
菜
を
提
供
し
て
く

れ
て
い
る
が
、
地
産
地
消
が

進
む
と
い
う
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

土
木
費

問
く
に
っ
こ
ミ
ニ
を
試
行
運

転
し
て
い
る
が
、
３
年
間
の

試
行
で
あ
る
た
め
乗
客
数
が

少
な
い
場
合
は
改
廃
等
も
視

野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
乗
客
数
が
少
な
い
場
合
、

完
全
実
施
に
は
移
行
し
な
い

と
い
う
基
準
は
あ
る
の
か
。

答
評
価
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で

議
論
し
て
い
る
。
今
後
３
年

間
の
中
で
き
ち
ん
と
し
た
基

準
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問
都
市
公
園
等
の
電
気
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
公
園
等
は
新
設
の
場
合
、

全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
既
設
の
も
の
は
、
更

新
時
期
に
変
更
し
て
い
る
。

教
育
費

問
教
育
環
境
整
備
に
係
る
事

業
の
第
四
、
第
六
小
学
校
洋

式
便
器
取
換
工
事
630
万
円
の

内
訳
は
。

答
低
学
年
女
子
便
所
の
洋
式

化
を
行
っ
た
。
四
小
、
六
小

共
に
１
学
年
３
基
、
２
学
年

３
基
の
６
基
ず
つ
合
計
12
基
。

今
後
も
小
学
校
低
学
年
の
女

子
便
所
洋
式
化
50
％
目
標
に

向
け
、
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問
学
校
運
営
・
備
品
維
持
管

理
に
係
る
事
業
の
電
話
料
で

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
導
入
が
あ
っ
た
が

使
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
平
成
26
年
１
月
よ
り
導
入
。

災
害
時
の
複
数
の
通
信
手
段

の
確
保
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場

合
に
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る

態
勢
を
構
築
す
る
よ
う
に
、

ま
た
日
常
の
公
務
改
善
を
図

る
た
め
、
学
校
管
理
職
、
養

護
教
諭
、
学
級
担
任
、
教
育

委
員
会
事
務
局
の
職
員
に
配

布
し
て
お
り
、
有
効
に
活
用

し
て
い
る
。
学
級
担
任
を
持

た
な
い
教
員
や
専
科
の
教
員

等
に
も
追
加
で
配
備
で
き
る

か
検
討
中
。

問
奨
学
資
金
償
還
事
務
に
係

る
事
業
で
返
還
額
、
返
還
率

が
下
が
っ
て
い
る
。
収
納
課
、

法
務
担
当
と
連
携
し
返
還
事

務
の
取
り
組
み
を
進
め
て
は
。

答
昨
年
制
定
し
た
債
権
管
理

条
例
で
も
手
続
等
定
め
ら
れ

て
お
り
、
個
別
に
相
談
を
受

け
た
件
に
関
し
て
は
分
割
納

付
の
手
続
や
法
的
に
ど
う
い

っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
回
答
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経

て
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

決
算
は
賛
成
多
数
で
認
定
と

な
り
ま
し
た
。

◇ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算

◇ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◇ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算

　

右
の
特
別
会
計
は
賛
成
多

数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

答
毎
年
度
決
算
の
見
込
み
の

中
で
赤
字
と
し
て
推
計
さ
れ

る
部
分
を
資
本
費
平
準
化
債

と
し
て
借
り
入
れ
て
い
く
。

そ
の
上
限
を
４
億
円
と
考
え

て
い
る
。

問
介
護
保
険
の
過
誤
納
付
の
還

付
金
が
数
百
件
増
の
理
由
は
。

答
亡
く
な
っ
た
り
、
国
立
市

外
へ
の
転
出
が
大
き
な
原
因
。

問
滞
納
者
へ
電
話
催
告
が
２

回
は
少
な
す
ぎ
る
が
理
由
は
。

答
職
員
の
人
事
体
制
に
問
題

が
あ
っ
た
。

各
特
別
会
計
決
算
へ
の
主
な
質
疑

今こそ、憲法の地方自治の本旨を活かす市政運営に徹せよ！
こぶしの木　１名　不認定

　今、この国は岐路に立つ。住民
のいのちと暮らしを守る地方自治
は正念場に来た。日本国憲法で初
めて誕生した地方自治の本旨を
しっかり活かせる市政運営が求め
られる。その視点で人権施策や生

活困窮者施策は評価するが、予算
と決算の10億円以上の乖離を放置
し、2013年度は黒字決算であった
ものの8億円を捻出する財政健全
化方針を見直さないのは大問題。
旧駅舎復元反対の声に耳を傾けよ。

国立駅周辺まちづくり事業は抜本的に見直せ
社民党　１名　不認定

　国立駅周辺まちづくり事業の抜
本的な見直しを毎年求めているに
も関わらず、何の反省もなく事業
を進めており遺憾だ。都計道3・4・
10号線の延伸などもってのほか
で、道路の代替地としてあさひふ

れあい広場を売却した暴挙を見過
ごす事はできない。駅前ロータ
リーの広場化は市民の反発を受け
て後退した。市は中途半端な修正
をするのではなく、駅前ロータ
リーの変更はあきらめるべきだ。

次世代にツケを回す、その場しのぎの市政運営
緑の党　１名　不認定

　赤字債借入ゼロというが、下水
道借金返済を４億円先送りにした
だけで、財政構造は改善していな
い。基本構想と行政評価、予算を
連動する計画行政が無視された結
果、負担率120％に達する駐輪場

値上げや震災復興予算の流用など
不公正な財政運営、コストとリス
クに見合わない住基ネットなど無
駄が温存された。元市長への政治
的報復裁判に公費を投入した結果、
建築紛争の対応に腰が引けている。

財政再建への取り組みと人材育成には今後もしっかりと取り組め
民主党　１名　　認定

　市の財政を示す指標の中でも経
常収支比率の改善は高く評価する。
借金体質からの改善を図るための
第一歩として平成25年度におい
ては臨時財政対策債の借り入れを
せず財政運営を行ったのは財政改

革の一歩を踏み出したと言える。
　基礎自治体としての市民の生活
をしっかりと支えていき、高度化
した社会に対応出来うる人材育成
を中心としたソフト面の充実に課
題が残る今、早急に対応すべし。

共働き世帯の支援を！特に、待機児童対策を急げ！
みらいのくにたち　１名　認定

　ここ10年間の傾向として、市民
一人あたりの個人市民税の課税額
は、約１万９千円も減少。これは、
共働きの世帯が増加し、若年層の
賃金が低く、非正規雇用が多いこ
とを意味する。よって、共働き世

帯の支援、特に子どもを預けやす
い環境は必須の政策、待機児童対
策を急ぎ取る必要がある。また、
非正規の若者、女性の就労支援を
進めよ。さらに、大学との連携を
深め教育の充実に生かすべきだ。

庁内一丸となって、未だ道半ばの市財政健全化を成就せよ
維新の党　１名　認定

　一般会計歳入では、財産収入の
ほか景気回復の兆しで株式等譲渡
所得割交付金などが増、市債、諸
収入が減で総額８億円の減。臨時
財政対策債の借入を行わなかった
努力を評価する。歳出は人件費が

横ばいだったが、扶助費が２億円
超増。国立駅周辺まちづくり事業
は評価。経常収支比率は96.1％と
やや改善したが、下水道資本費平
準化債などで急場凌ぎの感拭えず。
庁内一丸となって市財政健全化を。

事業のスクラップアンドビルドの徹底を
新しい風　１名　認定

　歳出の面では、システムコンサ
ルティングを入れることで、より
効率的に価格とシステムの見直し
を図っていった点や、都市農業を
推進して、まちの魅力を伸ばして
いったことなど、大変よい事業が

多かった。ただ一方で「くにっこ」
などの結果を見ると、非効率な事
業もある。平成27年度の予算で
は、一つ一つの事業を精査して行
政需要に対応したスクラップアン
ドビルドを進めていってほしい。

次の世代に引き継ぐために、的を絞った対応策が急務
つむぎの会　１名　認定

　市政運営全般で財政健全化に向
け頑張った１年だと評価できる。
市税の、市民が納めやすい工夫や
収納率向上は職員連携の成果。安
心安全の取り組みは、着実に各部
署での業務遂行に反映させた。

　在宅療養の実践、認知症対策等
地域包括ケア推進活動に市民の大
きな期待。教育面では、学力・体
力強化の実績が具体的に児童に反
映。正規・非正規職員の配分につ
いて職場環境の検討が今後の課題。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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設環境委員会(委員長：石塚陽一　副委員長：藤江竜三　委員：東一良、高原幸雄、小川宏美、小口俊明、生方裕一)建建設環設環境環境境委委員員会会((委委員員長：石石塚塚陽一 副副委委員員長：藤江藤江竜江竜三竜三　委委員：東一一良、高高原幸原幸幸雄、小小川宏川宏宏美、小小口俊口俊明俊明、生方生方方裕一一)

選
挙
公
費
負
担
上
限
額
引
き
下
げ
、

西
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題

維
新
の
党

生
方
裕
一  

議
員

問
市
長
・
市
議
選
公
営
掲
示

板
用
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
公
費

負
担
上
限
額
を
約
３
割
・

10
万
円
引
き
下
げ
る
理
由
は
。

答
監
査
委
員
に
よ
る
指
摘
を

受
け
過
去
３
回
の
選
挙
で
の

実
績
を
調
査
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
採
決
し
決
定
し
た
。

問
ポ
ス
タ
ー
作
成
業
者
が
市

選
管
に
公
費
負
担
を
請
求
す

る
際
、
企
画
費
・
印
刷
費
な

ど
、
そ
の
内
訳
表
示
を
義
務

化
し
、
請
求
額
の
適
正
化
を
。

答
業
者
に
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

用
明
細
書
を
添
付
さ
せ
、
そ

の
内
訳
表
示
を
求
め
る
。

問
国
立
西
二
丁
目
共
同
住
宅

新
築
工
事(

西
二
丁
目
マ
ン

シ
ョ
ン)

に
対
す
る
市
の
対

応
は
一
貫
し
て
い
る
の
か
。

特
に
、
景
観
審
議
会
が
大
規

模
景
観
形
成
基
準
に
不
適
と

判
断
し
た
状
態
で
、
市
が
適

と
決
定
し
た
の
は
問
題
で
は
。

答
建
物
高
さ
の
低
減
な
ど
基

準
に
配
慮
し
た
設
計
変
更
を

評
価
し
、
適
と
判
断
し
た
。

問
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計

画
が
大
規
模
景
観
形
成
基
準

に
適
合
し
た
説
明
は
、
10
月

16
日
の
景
観
審
議
会
で
は
な

く
11
月
20
日
に
ず
れ
込
ん
だ
。

基
準
適
合
の
判
断
は
、
市
長

決
裁
で
行
わ
れ
た
の
か
。

答
決
裁
は
部
長
ま
で
で
あ
る
。

問
市
長
抜
き
で
こ
れ
ほ
ど
重

要
な
政
策
決
定
は
問
題
で
は
。

答
市
長
の
決
定
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
す
べ
き
だ
っ
た
。

【
市
長
】
今
後
善
処
す
る
。

子
育
て
応
援
と
地
域
の
安
心
・

安
全
の
く
に
た
ち
を
も
と
め
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会

大
和
祥
郎  

議
員

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
諸
条

件
は
い
つ
ま
で
に
整
備
で
き

る
の
か
。

答
平
成
26
年
度
中
に
庁
内
検

討
を
行
う
。

問
三
中
へ
の
夜
間
照
明
は
い

つ
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答
平
成
27
年
夏
季
を
利
用
し

設
置
予
定
で
あ
る
。

問
国
立
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
よ
り
要
望
が
あ
っ

た
未
就
園
児
自
宅
保
育
給
付

金
の
新
設
は
で
き
な
い
の
か
。

答
【
市
長
】
今
後
３
年
間
の

実
施
計
画
で
議
論
す
る
。

問
保
育
所
・
児
童
館
・
学
童

等
の
併
設
す
る
子
育
て
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設
が
で

き
な
い
か
。

答
平
成
24
年
１
月
に
矢
川
駅

周
辺
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と

め
た
矢
川
公
共
用
地
の
活
用

計
画
素
案
に
よ
り
子
ど
も
ゾ

ー
ン
の
中
で
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
の
モ
ー
ル
化
を
実
現

し
た
い
。

問
国
立
駅
高
架
下
の
機
能
と

複
合
公
共
施
設
用
地
の
活
用
、

旧
駅
舎
の
再
築
の
日
程
は
。

答
高
架
下
東
側
の
整
備
は
27

年
設
計
29
年
開
設
、
複
合
公

共
施
設
用
地
は
27
年
要
求
水

準
書
の
作
成
、
28
年
事
業
者

選
定
、
32
年
オ
ー
プ
ン
。
国

立
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

と
現
在
も
交
渉
中
で
あ
る
。

寄
附
金
は
市
長
を
中
心
に
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り
、

約
６
千
300
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

毎
議
会
繰
り
返
し
要
望
し
て
き
た

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
実
現
の
方
向
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち

望
月
健
一 

議
員

問
繰
り
返
し
要
望
し
て
い
る

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

答
平
成
27
年
度
当
初
予
算
化

に
向
け
関
係
部
署
等
と
調
整

し
て
お
り
、
５
ヵ
年
で
事
業

完
了
予
定
で
あ
る
。

問
国
立
市
と
大
学
と
の
連
携

に
つ
い
て
問
う
。

答
①
一
橋
大
学
図
書
館
の
市

民
利
用
に
つ
い
て
大
学
側
と

協
議
が
な
さ
れ
た
。
②
東
京

女
子
体
育
大
学
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス

ト
に
国
立
三
中
で
、
無
償
で

柔
道
授
業
を
し
て
頂
い
た
。

③
国
立
音
大
と
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
具
体
的
な
連
携

事
業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
の
可
能
性
は
。
ま
た
、

商
店
街
の
活
性
化
に
も
活
用

で
き
な
い
か
。

答
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
考
え

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
商
店

街
に
も
積
極
的
な
活
用
を
促

し
て
い
き
た
い
。

問
女
性
向
け
就
職
説
明
会
を

市
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携

し
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

問
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
し
、
公
民
館
事
業
の
今
後

の
展
開
は
。

答
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
と
共
催
事
業

を
開
催
し
た
い
。

問
認
知
症
徘
徊
対
策
と
し
て

メ
ー
ル
配
信
の
導
入
は
。

答
検
討
事
項
に
あ
げ
る
。

市
長
在
任
期
間
の
公
約
履
行
状
況

と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会

石
塚
陽
一
議
員

問
市
長
の
在
任
期
間
中
実
践

し
た
主
な
公
約
と
は
何
か
。

答
財
政
改
革
推
進
会
議
を
立

ち
上
げ
、
財
政
調
整
基
金
を

約
20
億
円
積
み
上
げ
、
市
債

残
高
は
逆
に
約
40
億
円
減
少

で
き
た
。
市
長
の
退
職
金
は

全
額
返
上
し
、
市
民
本
意
の

市
政
を
展
開
、
福
祉
分
野
の

充
実
と
少
子
化
対
策
を
講
じ

た
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
。

問
通
学
路
の
街
路
灯
照
明
器

具
の
整
備
と
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
問
う
。

答
現
在
の
街
路
灯
は
古
く
て

暗
い
の
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
努
め
、

防
犯
カ
メ
ラ
は
都
の
補
助
金

を
活
用
し
て
設
置
す
る
。

問
三
小
通
り
の
一
方
通
行
へ

の
交
通
規
制
に
つ
い
て
問
う
。

答
一
中
通
り
も
通
学
路
で
幼

稚
園
、
小
中
学
校
も
あ
る
の

で
三
小
の
交
通
規
制
に
は
地

域
の
意
見
も
聞
き
、
警
察
署

と
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問
南
部
地
区
の
府
中
市
境
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

導
入
に
つ
い
て
問
う
。

答
府
中
市
境
の
大
山
道
の
整

備
と
合
わ
せ
地
域
交
通
会
議

で
検
討
す
る
。

問
中
央
線
北
側
の
側
道
の
危

険
箇
所
へ
の
対
応
策
と
は
。

答
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
所

も
あ
り
警
察
署
と
交
通
規
制

に
つ
い
て
検
討
中
。

問
読
書
貯
金
通
帳
の
導
入
に

つ
い
て
の
検
討
は
ど
う
か
。

答
国
立
ブ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
を

工
夫
・
発
展
さ
せ
て
検
討
。

員

必
要
な
所
に
必
要
な
支
援
が
届
く

日
常
か
ら
の
体
制
整
備
を
!!

民
主
党

稗
田
美
菜
子
議
員

問
総
合
防
災
計
画
の
見
直
し

の
進
捗
状
況
は
。

答
事
業
継
続
計
画
の
見
直
し

と
地
震
編
を
策
定
中
で
あ
る
。

問
要
配
慮
者
に
は
含
ま
れ
て

い
る
が
計
画
か
ら
抜
け
落
ち

や
す
い
乳
幼
児
や
特
に
妊
婦

へ
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が

必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
市

に
お
い
て
災
害
時
の
要
配
慮

者
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
災
害
時
に
人
的
被
害
を
受

け
や
す
く
情
報
収
集
や
避
難

そ
の
も
の
に
支
障
が
起
こ
り

や
す
い
。
ま
た
避
難
後
も
生

活
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が

難
し
い
方
々
と
考
え
て
い
る
。

問
道
路
の
環
境
変
化
に
応
じ

て
通
学
路
へ
の
影
響
等
が
考

え
ら
れ
る
が
中
央
線
高
架
側

道
に
つ
い
て
安
全
対
策
は
。

答
合
同
点
検
に
お
い
て
二
小
、

八
小
の
通
学
路
で
危
険
箇
所

の
認
識
が
あ
る
。
歩
道
の
カ

ラ
ー
舗
装
や
ポ
ー
ル
の
設
置

な
ど
安
全
対
策
を
講
ず
る
。

問
く
に
っ
こ
ミ
ニ
の
試
行
運

行
の
分
析
と
今
後
は
。

答
乗
降
場
所
や
月
に
よ
り
変

動
も
あ
る
。
利
用
者
や
地
域

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ル
ー
ト
策

定
に
活
か
し
て
い
く
。

問
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

答
ハ
ガ
キ
で
の
再
勧
奨
と
若

い
世
代
へ
の
勧
奨
と
し
て
学

園
祭
へ
の
参
加
な
ど
に
も
取

り
組
ん
だ
。

他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
と
生
活

習
慣
病
予
防
な
ど
を
質
問
。
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富
士
見
通
り
か
ら
富
士
山
の
見
え

る
景
観
を
守
れ

日
本
共
産
党

長
内
敏
之
議
員

問
市
財
政
の
認
識
は
。

答
改
善
し
て
い
る
。
国
立
駅

周
辺
な
ど
多
額
の
予
算
を
必

要
と
す
る
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

問
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

10
号
線
の
建
設
の
経
過
は
。

答
平
成
23
年
５
月
に
事
業
認

可
取
得
、
事
業
説
明
会
後
、

用
地
買
収
に
着
手
。

問
富
士
見
通
り
か
ら
富
士
山

が
見
通
せ
る
よ
う
に
東
電
に

働
き
か
け
る
べ
き
。
建
物
の

高
さ
も
制
限
す
べ
き
で
は
。

答
電
柱
の
建
替
え
で
可
能
。

東
電
に
話
を
す
る
。

問
西
２
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
紛

争
の
今
後
は
。

答
法
律
を
超
え
た
制
限
を
課

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
府
中
用
水
の
通
年
通
水
の

進
捗
は
。

答
可
能
性
を
追
求
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問
歩
車
分
離
式
信
号
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

答
立
川
警
察
と
協
議
す
る
。

問
農
家
は
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
と
栽
培
契
約
を
結
び
、
給

食
セ
ン
タ
ー
は
地
場
野
菜
を

利
用
し
、
教
育
委
員
会
は
食

育
と
し
て
地
元
農
家
と
交
流

を
深
め
て
は
ど
う
か
。

答
契
約
栽
培
、
食
育
、
農
家

と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
く
。

問
認
知
症
800
万
人
、
行
方
不

明
１
万
人
時
代
の
対
処
は
。

答
各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
あ
う
連

携
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

気
候
変
動
問
題
は
待
っ
た
な
し

自
転
車
ま
ち
づ
く
り
政
策
を

緑
の
党

重
松
朋
宏
議
員

問
①
市
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
推
移
は
。
②
地
球

温
暖
化
対
策
の
地
域
計
画
づ

く
り
の
見
通
し
は
。

答
①
’11
年
に
’90
年
比
25
％
増
。

②
26
市
中
14
市
で
策
定
済
み
。

ま
ず
節
電
等
に
取
り
組
ん
だ

後
、
計
画
に
つ
い
て
考
え
る
。

中
長
期
的
に
は
、
地
域
全
体

の
削
減
目
標
設
定
も
必
要
。

問
乳
児
健
診
が
冷
た
い
流
れ

作
業
に
な
っ
て
い
る
印
象
が

あ
る
が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

答
小
児
科
開
業
医
が
昼
の
休

診
時
間
に
対
応
し
て
い
る
の

で
健
診
実
施
時
間
の
変
更
は

難
し
い
が
、
改
善
要
望
は
積

極
的
に
受
け
止
め
た
い
。

問
離
婚
後
の
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
ど
う
保
障
す
る
か
。

答
面
会
交
流
と
養
育
の
課
題

と
支
援
策
を
庁
内
で
検
討
中
。

問
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
は
、
以
前
つ
く

っ
た
条
例
案
と
ど
う
違
う
か
。

答
効
果
あ
る
条
例
を
め
ざ
し
、

建
物
の
最
高
高
さ
に
関
す
る

内
容
を
盛
り
込
み
た
い
。

問
①
自
転
車
条
例
の
駐
輪
場

附
置
義
務
に
違
反
す
る
建
築

を
ど
う
す
る
か
。
②
自
転
車

走
行
空
間
や
、
自
転
車
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
①
是
正
要
請
と
並
行
し
て

条
例
見
直
し
を
検
討
す
る
。

②
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
の
路

面
表
示
と
並
行
し
て
駐
輪
場

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
の

’16
年
度
に
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
を
つ
く
る
。

教
育
、
防
犯
に
つ
い
て
問
う

自
由
民
主
党
・
明
政
会

東
一
良 

議
員

問
国
立
市
の
道
徳
教
育
の
対

応
と
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

答
教
師
の
力
量
を
高
め
る
研

修
や
道
徳
教
育
地
区
公
開
講

座
を
開
い
て
家
庭
、
地
域
に

公
開
し
意
見
交
換
を
行
う
な

か
で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

問
多
忙
を
極
め
る
教
職
員
の

業
務
改
善
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
学
校
業
務

を
専
門
家
に
依
頼
す
る
等
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
効
率
的
な
学
校
運
営
の
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
た
。
校
務
の
効
率

化
に
貢
献
し
た
と
い
う
事
で

東
京
都
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。

ま
た
、
全
小
学
校
に
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
採
用
し
支
援
に
努
め

て
い
る
。

問
国
立
市
内
の
犯
罪
発
生
状

況
と
新
た
な
犯
罪
に
つ
い
て

の
現
状
は
。

答
犯
罪
発
生
状
況
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
ひ
っ
た
く
り

や
粗
暴
犯
が
増
え
て
い
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
啓
発
、
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
立
川
市
で
危
険
ド
ラ

ッ
グ
使
用
に
よ
る
事
故
が
あ

っ
た
。
関
係
機
関
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問
交
番
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

答
立
川
警
察
署
に
対
し
毎
年
、

国
立
市
か
ら
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。
８
月
に
は
副
市

長
が
都
庁
に
出
向
き
、
関
係

部
局
に
対
し
要
請
を
行
っ
た
。
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空
き
家
対
策
、
農
福
連
携
な
ど
で

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
く
に
た
ち
へ
！

生
活
者
ネ
ッ
ト

前
田
節
子
議
員

問
あ
る
も
の
を
活
か
す
「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
」
な
ま
ち
づ

く
り
を
す
べ
き
だ
。
11
月
30

日
開
催
「
空
き
家
活
用
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
成
果
は
。

答
多
世
代
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

も
の
づ
く
り
、
子
育
て
の
協

働
施
設
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、

留
学
生
の
住
ま
い
等
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
た
。

問
’08
年
調
査
で
市
内
の
一
戸

建
て
空
き
家
は
450
戸
。
空
き

家
対
策
の
特
措
法
も
成
立
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
早
急
に
対
策
を

進
め
る
べ
き
。

答
【
市
長
】
空
き
家
は
社
会

的
資
源
。
年
明
け
早
々
に
多

部
署
連
携
で
キ
ー
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
発
表
す
る
。

問
全
国
で
介
護
が
必
要
な
人

は
598
万
人
。
介
護
支
援
カ
フ

ェ
も
検
討
を
。
城
山
さ
と
の

い
え
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
周
辺

を
エ
コ
エ
リ
ア
に
し
て
、
農

福
連
携
、
地
産
地
消
、
再
エ

ネ
の
拠
点
に
。

答
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問
都
内
初
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
実
態
調
査
は
。

答
約
47
％
に
体
調
の
変
化
が

あ
り
、
３
人
に
「
心
臓
の
リ

ズ
ム
が
乱
れ
る
」「
脚
が
む

ず
む
ず
す
る
」「
生
理
不
順

に
な
っ
た
」
等
が
継
続
中
。

問
追
跡
調
査
と
救
済
を
。
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
死
亡
者
数
は
。

答
’13
年
７
月
ま
で
で
、
そ
れ

ぞ
れ
26
人
、
21
人
。

大
型
道
路
よ
り
駐
輪
場
や
憩
い
の
場

市
民
の
声
を
活
か
し
た
街
へ

日
本
共
産
党

尾
張
美
也
子  

議
員

問
３
・
４
・
10
号
線
延
伸
で

買
収
し
た
土
地
を
駐
輪
場
や

憩
い
の
場
に
活
用
し
て
は
。

答
市
の
優
先
整
備
道
路
と
し

議
決
も
さ
れ
た
。
防
災
面
で

物
資
輸
送
道
路
と
し
て
活
用
。

問
３
・
４
・
10
号
線
は
都
指

定
の
緊
急
輸
送
路
か
。

答
な
っ
て
い
な
い
。

問
計
画
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
に

車
を
入
れ
な
い
の
で
必
要
と

し
て
い
る
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は

存
続
す
る
の
で
必
要
な
い
。

議
会
で
地
権
者
に
責
任
を
持

つ
と
い
う
討
論
が
あ
っ
た
か
。

答
地
権
者
の
陳
情
も
採
択
さ

れ
、
そ
ん
な
討
論
も
あ
っ
た
。

問
東
２
丁
目
の
広
場
は
地
権

者
に
渡
し
責
任
は
解
決
し
た
。

事
業
の
借
金
は
い
く
ら
か
。

答
起
債
が
約
５
億
５
千
万
円
。。

問
市
の
世
論
調
査
で
ご
み
有

料
化
の
声
は
約
６
％
で
多
く

の
声
は
分
別
施
策
。
有
料
化

で
な
く
分
別
施
策
の
徹
底
を
。

答
有
料
化
の
是
非
は
、
ご
み

問
題
審
議
会
に
諮
っ
て
い
る
。

問
今
の
分
別
や
減
量
成
果
は
。

答
可
燃
ご
み
は
2.9
％
減
。
紙

ご
み
比
率
は
4.5
％
減
。

問
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

を
進
め
る
た
め
の
施
策
は
。

答
助
成
金
増
額
を
検
討
す
る
。

問
し
ょ
う
が
い
児
の
相
談
窓

口
の
一
本
化
を
。

答
先
進
市
を
研
究
す
る
。

他
、
学
校
図
書
館
の
長
期
休

業
の
開
館
、
公
立
保
育
園
の

存
続
、
３
人
乗
り
自
転
車
、

ひ
き
こ
も
り
の
施
策
を
質
問
。

防
災
行
政
無
線
の
改
善
を

い
そ
げ

社
民
党

藤
田
貴
裕 

議
員

問
聞
き
取
り
づ
ら
い
防
災
行

政
無
線
の
改
善
は
い
つ
行
う

の
か
。

答
平
成
34
年
ま
で
に
デ
ジ
タ

ル
波
に
移
行
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
現
在
、
現
地

調
査
や
電
波
の
伝
播
調
査
を

終
え
た
。
今
後
機
器
の
検
討

を
し
て
概
算
工
事
費
を
算
出

す
る
。
平
成
27
、
28
年
度
で

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て

市
民
に
役
立
つ
情
報
を
流
し
、

聞
き
取
り
や
す
く
話
す
練
習

を
し
た
ら
ど
う
か
。

答
音
声
が
流
れ
た
ら
緊
急
の

場
合
で
あ
る
と
市
民
に
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
、
積
極
的

な
音
声
の
放
送
は
し
て
い
な

い
。

問
自
主
防
災
組
織
に
配
備
し

た
古
い
消
火
器
は
交
換
し
な

い
の
か
。

答
平
成
27
年
度
に
点
検
し
て

古
い
も
の
は
交
換
す
る
。

問
中
央
線
側
道
は
交
通
事
故

の
危
険
性
が
あ
る
が
、
側
道

の
30
キ
ロ
速
度
規
制
、
交
差

点
の
一
時
停
止
規
制
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
で
き
な

い
か
。

答
フ
ェ
ン
ス
の
後
退
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
Ｊ

Ｒ
や
立
川
警
察
署
と
協
議
す

る
。

問
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
施
策
は
何
か
。

答
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
で
協
議
中
だ
。

ま
ち
な
か
と
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
早
期
設
置
を
！

公
明
党

中
川
喜
美
代 

議
員

問
国
立
市
立
第
七
小
学
校
、

南
側
通
路
の
整
備
を
望
む
が
。

答
来
年
度
予
算
成
立
後
、
早

々
に
舗
装
等
の
整
備
を
行
い
、

管
理
も
学
校
で
行
う
。

問
市
内
に
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
」

の
設
置
を
要
望
す
る
が
。

答
市
内
に
は
、
約
３
千
300
頭

の
犬
が
飼
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
数
字
は
、
約
11
世
帯
に
１

頭
の
計
算
と
な
り
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
設
置
の
要
望
は
多
く
あ

る
。
現
在
、
年
に
１
回
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
仮
設

の
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
し
、

参
加
者
の
交
流
を
広
げ
て
い

る
が
、
こ
の
回
数
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
小
中
学
生
の
医
療
費
の
所

得
制
限
の
撤
廃
を
望
む
が
。

答
【
市
長
】
予
算
計
上
し
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、

私
は
、
政
策
と
し
て
実
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
進

捗
状
況
は
。

答
今
年
度
中
に
、
市
の
方
針

を
固
め
て
、
個
人
情
報
保
護

審
議
会
に
諮
問
を
し
て
、
平

成
27
年
度
中
に
設
置
支
援
が

出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

問
当
初
の
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
る
が
。

答
【
市
長
】
担
当
部
長
と
話

を
詰
め
て
、
急
が
せ
る
。

問
谷
保
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
進
捗
状
況
は
。

答
当
初
の
予
定
ど
お
り
、
平

成
28
年
３
月
竣
工
と
な
る
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

真
に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
者
の

権
利
を
守
る
の
が
自
治
体
の
使
命

生
活
者
ネ
ッ
ト

小
川
宏
美  

議
員

問
年
金
受
給
者
の
住
基
ネ
ッ

ト
未
連
携
数
と
割
合
は
。

答
１
千
499
件
で
8.2
％
。

問
約
１
割
の
高
齢
者
が
未
連

携
な
の
は
問
題
。
そ
の
反
省

も
な
く
、
今
年
、
住
基
ネ
ッ

ト
を
基
盤
に
番
号
制
度
が
始

ま
る
。
巨
額
を
投
じ
る
政
府

の
Ｉ
Ｔ
管
理
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
す
る
保
障
は
な
い
。

①
12
桁
の
番
号
を
提
示
し
な

い
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
な
く
な
る
の
か
。
②
所

得
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
削
ら
れ
る
の
か
。

答
①
生
活
保
護
支
給
な
ど
、

番
号
が
分
か
ら
な
い
、
あ
る

い
は
住
民
票
が
な
い
方
へ
も

こ
れ
ま
で
通
り
サ
ー
ビ
ス
提

供
は
行
う
。
②
サ
ー
ビ
ス
が

削
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
。

問
住
民
の
権
利
と
自
由
を
い

か
な
る
状
況
で
も
守
る
の
が

自
治
体
。
番
号
制
度
の
十
分

な
情
報
提
供
が
欠
か
せ
な
い
。

答
１
月
５
日
号
市
報
に
番
号

制
度
の
記
事
を
載
せ
る
。

問
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
課
題
と
懸
念
は
何
か
。

答
個
人
宅
が
映
ら
な
い
こ
と

へ
の
配
慮
が
必
要
。
下
校
時

の
見
守
り
等
を
充
実
さ
せ
る

方
が
良
い
。
市
全
体
と
し
て

の
検
討
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問
市
内
の
景
観
紛
争
に
有
効

な
手
立
て
は
い
つ
で
き
る
か
。

答
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
で
、

西
２
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
の
課

題
解
決
も
視
野
に
検
討
中
だ
。

非
効
率
な
事
業
は
や
め
よ
う

新
し
い
風

藤
江
竜
三
議
員

問
当
面
の
目
標
乗
客
の
一
日

平
均
50
人
を
は
る
か
に
下
回

る
く
に
っ
こ
ミ
ニ
を
来
年
度

も
続
け
る
の
か
。

答
試
行
運
転
な
の
で
、
１
年

ご
と
の
事
業
評
価
を
地
域
交

通
公
共
会
議
で
行
い
、
総
合

的
に
評
価
を
行
い
た
い
。

問
渋
滞
や
事
故
が
多
い
矢
川

駅
入
口
交
差
点
を
改
良
で
き

な
い
か
。

答
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
て
、

立
川
警
察
と
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
事
故
の
多
い
交
差
点
の
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
改
良
を

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
立
川
警
察
署
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。

問
ご
み
を
戸
別
収
集
方
式
に

す
る
と
９
千
万
円
の
経
費
増

に
な
る
が
、
費
用
対
効
果
は

良
い
と
言
え
る
の
か
。

答
ご
み
の
減
量
効
果
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
若
者
の
悩
み
に
こ
た
え
る

場
づ
く
り
の
た
め
に
、
庁
内

連
絡
会
議
を
作
れ
な
い
か
。

答
続
け
な
が
ら
、
情
報
の
強

化
と
、
連
携
を
図
る
。

問
時
間
外
勤
務
が
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
平
成
25
年
度
は
前
年
度
と

比
べ
、
約
８
千
700
時
間
増
加

し
て
い
る
。

問
作
業
効
率
向
上
の
た
め
に

デ
ュ
ア
ル
モ
ニ
タ
ー
を
導
入

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
廃
棄
し
て
い
た
モ
ニ
タ
ー

を
再
利
用
で
き
る
か
検
討
。

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
得
る
、

市
民
の
意
識
啓
発
と
行
政
努
力
を

つ
む
ぎ
の
会

池
田
智
恵
子
議
員

問
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
高
齢
者
が
能
力
を
発
揮

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
。

答
高
齢
者
が
元
気
で
健
康
寿

命
の
延
伸
は
、
医
療
や
介
護

の
費
用
面
で
も
効
果
が
期
待

で
き
る
。
27
年
度
介
護
保
険

制
度
改
正
で
国
は
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
示
し

て
お
り
、
地
域
で
の
配
置
を

検
討
し
て
い
る
。
高
齢
者
が

役
割
や
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
施
策
を
進
め
る
。

問
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る

病
気
で
あ
る
こ
と
の
対
応
は
。

答
26
年
１
月
現
在
、
市
内
75

歳
以
上
の
約
６
人
に
一
人
は

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
。
加

齢
に
伴
い
当
た
り
前
に
起
こ

り
得
る
現
象
と
捉
え
、
あ
る

程
度
の
生
活
継
続
が
可
能
な

こ
と
や
、
専
門
的
な
集
中
対

応
等
手
当
す
る
仕
組
み
が
あ

る
こ
と
を
周
知
す
る
。

問
医
療
体
制
の
現
状
と
市
民

の
健
康
意
識
は
ど
う
か
。

答
多
摩
立
川
保
健
所
の
デ
ー

タ
で
は
、
市
内
医
院
・
診
療

所
の
実
数
は
81
ヵ
所
、
そ
の

う
ち
小
児
科
14
ヵ
所
と
充
実
。

医
師
会
と
市
と
の
話
合
い
で

今
後
の
高
齢
社
会
に
お
け
る

情
報
共
有
・
意
見
交
換
実
施
。

地
域
で
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
事
の
大
切
さ
を
周
知
す
る
。

問
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
て
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
乳
幼
児
の
育
成
、
男
女
パ

ー
ト
ナ
ー
へ
の
環
境
整
備
等

き
め
細
か
に
対
応
し
た
い
。

南
プ
ラ
ザ
に
く
に
っ
こ
ミ
ニ
の

バ
ス
停
を
再
設
置
し
て
ほ
し
い

公
明
党

小
口
俊
明  

議
員

問
く
に
っ
こ
ミ
ニ
泉
ル
ー
ト

の
南
プ
ラ
ザ
前
バ
ス
停
を
再

設
置
で
き
な
い
か
。

答
フ
レ
ス
ポ
国
立
南
に
乗
り

入
れ
る
案
、
南
プ
ラ
ザ
を
復

活
す
る
案
な
ど
が
あ
る
。
実

施
の
方
向
で
協
議
中
。

問
く
に
っ
こ
ミ
ニ
の
谷
保
ル

ー
ト
を
設
定
で
き
な
い
か
。

答
三
中
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
、

一
本
松
地
域
で
、
可
能
な
ル

ー
ト
を
検
討
し
て
い
る
。

問
く
に
っ
こ
ミ
ニ
が
満
席
の

時
の
対
応
は
。

答
満
席
時
は
無
線
連
絡
で
予

備
車
を
配
車
す
る
。

問
フ
レ
ス
ポ
国
立
南
か
ら
堤

防
上
道
路
へ
階
段
ス
ロ
ー
プ

を
自
転
車
を
押
し
て
上
が
る

場
合
に
危
険
だ
が
対
応
策
は
。

答
70
メ
ー
ト
ル
上
流
側
に
自

転
車
用
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
。

そ
の
旨
の
看
板
表
示
を
行
う
。

問
市
内
街
路
灯
の
老
朽
化
対

策
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
平
成
27
年
度
に
点
検
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
い
。

問
泉
地
域
か
ら
一
小
へ
の
通

学
路
の
安
全
対
策
は
。

答
平
成
27
年
度
に
通
学
路
を

変
更
す
る
。
泉
中
央
遊
園
の

交
差
点
を
渡
り
右
折
し
て
中

央
道
を
く
ぐ
り
、
左
折
で
ヤ

ク
ル
ト
研
究
所
の
脇
を
通
る
。

他
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で

廃
止
・
組
み
か
え
し
た
事
業

に
つ
い
て
、
電
気
自
動
車
用

充
電
器
の
有
料
化
に
つ
い
て

を
質
問
。

7 平成27年2月５日発行 No.228



平成27年2月５日発行 No.228 8

皆
様
を
守
る
為
に
企
業
と
の

災
害
時
支
援
協
定
の
締
結
を
推
進

自
由
民
主
党
・
明
政
会

石
井
伸
之 

議
員

問
民
間
企
業
と
の
災
害
時
協

力
体
制
構
築
に
つ
い
て
①
支

援
協
定
締
結
状
況
は
②
協
定

締
結
企
業
の
Ｐ
Ｒ
は
③
避
難

所
で
心
の
癒
し
に
繋
が
る
理

容
師
、
美
容
師
、
整
体
師
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
の
締
結
は
。

答
①
60
件
の
災
害
協
定
を
締

結
②
ま
ず
は
国
立
市
Ｈ
Ｐ
へ

の
掲
載
を
検
討
③
理
容
組
合

立
川
支
部
と
は
Ｈ
19
締
結
済
。

他
の
業
種
は
未
締
結
だ
が
非

常
に
有
意
義
な
提
案
と
受
け

止
め
今
後
検
討
し
た
い
。

問
災
害
時
避
難
所
に
無
料
公

衆
電
話
を
速
や
か
に
設
置
で

き
る
特
設
公
衆
電
話
回
線
を

学
校
に
設
置
し
、
災
害
時
に

児
童
の
無
事
を
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
171
で
親
に
伝
え
て
は
。

答
【
市
長
】
採
用
す
る
方
向

で
検
討
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東

京
西
支
店
長
へ
協
力
を
依
頼
。

問
小
学
生
の
議
会
傍
聴
を
今

後
と
も
継
続
し
て
は
ど
う
か
。

答
９
月
議
会
を
傍
聴
し
た
五

小
に
続
き
12
月
議
会
を
二
小

六
年
生
が
傍
聴
。
多
く
の
学

校
が
傍
聴
出
来
る
よ
う
努
力
。

問
石
田
街
道
歩
道
拡
幅
は
。

答
両
側
の
歩
道
合
計
約
1.7
㌔

中
、
幅
員
２
ｍ
以
上
は
約
600

ｍ
。
拡
幅
に
向
け
努
力
す
る
。

問
市
役
所
東
側
に
あ
る
電
気

自
動
車
充
電
設
備
有
料
化
は
。

答
Ｈ
25
電
気
使
用
料
金
を
約

98
万
円
支
出
。
有
料
化
へ
課

金
方
法
や
利
用
料
金
を
検
討
。

他
、
国
立
市
公
立
小
中
学
校

退
職
校
長
会
の
設
立
を
質
問
。

員

コ
ミ
バ
ス
・
青
延
長
ボ
タ
ン
・

保
育
園
・
特
養
ホ
ー
ム
で
質
問

日
本
共
産
党

高
原
幸
雄  

議
員

問
南
部
地
域
の
コ
ミ
バ
ス
の

計
画
は
ど
う
な
る
。

答
次
回
予
定
の
地
域
公
共
交

通
会
議
に
ル
ー
ト
案
を
提
出

し
検
討
す
る
。

問
矢
川
団
地
の
建
替
え
後
の

土
地
利
用
計
画
に
保
育
園
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
を
行
な
う
べ
き
だ
が
。

答
保
育
園
、
児
童
館
機
能
に

加
え
、「
子
育
ち
・
子
育
て

支
援
の
モ
ー
ル
化
」
と
地
域

密
着
型
複
合
施
設
の
整
備
を

今
後
、
検
討
す
る
。

問
さ
く
ら
通
り
と
大
学
通
り

交
差
点
に
「
青
信
号
延
長
用

押
し
ボ
タ
ン
」
の
設
置
を
。

答
今
年
５
月
に
現
地
調
査
を

行
い
、
設
置
の
方
向
で
公
安

委
員
会
に
申
請
し
て
い
る
。

問
学
童
保
育
の
完
全
実
施
は
、、

年
次
計
画
で
進
め
よ
。

答
実
施
計
画
な
ど
で
示
す
。

問
保
育
園
待
機
児
対
策
は
ど

う
進
め
て
い
る
か
。

答
保
育
の
量
的
拡
大
で
認
定

こ
ど
も
園
の
普
及
促
進
、
認

証
保
育
所
の
認
可
化
に
対
す

る
支
援
等
を
進
め
る
。
認
可

保
育
所
の
新
設
、
分
園
に
よ

る
施
設
の
確
保
で
28
年
か
ら

31
年
に
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
拡
大
を
め
ざ
す
。

問
介
護
保
険
要
支
援
１
・
２

の
今
後
の
計
画
を
問
う
。

答
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介

護
予
防
通
所
介
護
が
地
域
支

援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
。
平

成
27
年
か
ら
29
年
ま
で
の
３

ヵ
年
で
移
行
す
る
。

制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る

個
別
課
題
に
取
り
組
む
年
に
！

生
活
者
ネ
ッ
ト

阿
部
美
知
子
議
員

問
豊
中
市（
大
阪
府
）は
社
会

福
祉
協
議
会
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）を
配
置
、

ご
み
屋
敷
・
ひ
き
こ
も
り
・

ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
制
度
の
は

ざ
ま
に
あ
る
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
ど
う
見
る
か
。

答
ポ
イ
ン
ト
は
情
報
の
把
握
・

地
域
を
巻
き
込
む
支
援
・
本

人
の
考
え
の
尊
重
と
考
え
る
。

問
今
後
市
の
健
康
福
祉
部
の

ふ
く
ふ
く
窓
口
と
の
連
携
で

社
協
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
置
き
活
動

し
て
頂
く
こ
と
は
ど
う
か
。

答
【
市
長
】
福
祉
の
支
援
を

受
け
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち

の
自
立
化
に
向
け
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

地
域
に
出
て
市
と
共
に
活
躍

で
き
る
日
が
楽
し
み
で
あ
る
。。

問
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
法

改
正
で
は
市
町
村
中
心
で
住

民
主
体
の
新
し
い
総
合
事
業

が
始
ま
る
が
、
そ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
。
市

民
の
自
主
的
な
活
動
が
事
業

に
参
画
で
き
る
こ
と
を
望
む
。

答
地
域
の
担
い
手
同
士
、
事

業
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ

な
ぐ
役
割
。
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
市
民
参
画
も

盛
り
込
む
べ
く
検
討
中
。

問
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移

行
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
日
中
過
ご
す
場
所
の
確
保

等
社
会
資
源
探
し
に
努
め
る
。

他
、
小
学
校
の
英
語
教
育
の

充
実
に
関
し
て
質
問
。

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
計
画
へ
入
れ
よ
！

こ
ぶ
し
の
木

上
村
和
子
議
員

問
佐
藤
市
長
の
全
施
策
の
基

本
に
人
権
を
置
く
と
の
姿
勢

は
評
価
す
る
が
、
国
立
市
に

は
人
権
に
つ
い
て
明
文
化
さ

れ
た
も
の
は
な
い
。
人
権
施

策
を
推
進
す
る
姿
勢
を
宣
言

に
し
て
は
ど
う
か
。

答
前
向
き
に
進
め
た
い
。

問
子
ど
も
や
女
性
へ
の
暴
力

に
対
応
で
き
る
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
制
度
の
必
要
条
件
は
。

答
独
立
性
や
中
立
性
を
高
め

調
査
権
を
実
効
化
す
る
。
子

ど
も
や
女
性
を
含
む
社
会
的

に
声
を
上
げ
に
く
い
立
場
の

人
が
容
易
に
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
。
信
念
を
持
っ
て

事
案
の
解
決
や
救
済
を
行
う

人
選
。
体
罰
も
対
象
と
す
る
。

問
離
婚
後
の
子
ど
も
の
育
ち

を
保
障
す
る
た
め
に
、
共
同

養
育
推
進
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
、
こ
の
件
で
勉
強
会

が
開
か
れ
て
お
り
、
３
月
に

は
結
論
が
出
る
の
で
、
そ
れ

を
持
っ
て
検
討
し
た
い
。

問
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中

に
福
祉
有
償
運
送
も
加
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
庁
内
検
討
会
議
で
検
討
。

問
女
性
の
貧
困
等
の
共
同
研

究
会
を
延
期
し
て
は
ど
う
か
。

答
協
働
モ
デ
ル
検
討
段
階
。

問
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
次
期

の
男
女
平
等
推
進
計
画
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
含
め
、

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

豊後高田市役所にて 橿原市
かしはらナビプラザにて 明石市役所にて

豊後高田市　昭和の町にて 海南市役所にて 豊中市役所にて

大分県豊後高田市
【寺子屋「昭和館」の現地視察】
【教育のまちづくり―学びの２１世紀塾について―】

奈良県橿原市
【橿原市の観光行政について（かしはらナビプラザ）】
和歌山県海南市
【海南市の空き家バンク等について】

兵庫県明石市
【総合訪問相談について】
【いじめ総合相談窓口について】
大阪府豊中市　　　　　　　　　　
【コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）について】

～ 先進市の視察を行いました ～

平成26年12月18日
国立市議会第４回定例会最終本会議にて国立市議
会基本条例案が全会一致で可決されました。

【
議
会
基
本
条
例
立
案
部
会
】

議
会
基
本
条
例
を
制
定

平
成
25
年
９
月
か
ら
約
１

年
３
ヵ
月
38
回
部
会
を
開
催

し
議
会
や
議
員
の
あ
る
べ
き

責
務
や
行
政
と
の
関
係
な

ど
、
市
民
と
手
を
た
ず
さ
え

『
見
え
る
！
動
く
！
創
り
出

す
！
』
開
か
れ
た
議
会
を
め

ざ
し
議
会
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
議
会
報
告
会
、
市
民
の

意
見
を
聴
く
会
等
を
開
催
し

議
会
の
政
策
形
成
へ
繋
げ
る
。

２
．
市
民
か
ら
の
請
願
・
陳

情
を
政
策
提
案
と
し
て
受
け

止
め
委
員
会
で
意
見
陳
述
の

場
を
設
け
る
。

３
．
委
員
会
を
中
心
に
オ
ー

プ
ン
な
議
論
を
行
い
市
政
の

課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
政
策

提
言
へ
繋
げ
る
。

４
．
議
長
選
挙
で
選
ば
れ
る

重
要
な
公
職
の
プ
ロ
セ
ス
を

透
明
化
す
る
。

５
．
議
会
の
活
動
原
則
に
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
理
念
に
配
慮
す
る
こ

と
を
明
記
。

こ
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

踏
ま
え
全
９
章
28
条
の
議
会

基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
会
費
財
政
問
題
検
討
部
会
】

定
数
・
報
酬
等
が
決
ま
る

当
部
会
は
33
回
に
わ
た
る

部
会
を
開
催
し
、
左
記
の
５

項
目
の
結
論
を
得
ま
し
た
。

（
議
員
定
数
：
22
名
と
す
る
）

21
名
に
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

３
常
任
委
員
会
を
各
７
名
と

し
、
議
長
は
常
任
委
員
会
に

属
さ
ず
22
名
と
な
っ
た
。

（
議
員
報
酬
：
月
額
49
万
円

を
維
持
す
る
）
来
期
は
調
査

を
行
う
議
員
数
を
増
や
し
、

継
続
し
て
実
態
調
査
を
行
う
。

さ
ら
に
、
第
三
者
評
価
を
行

い
、
適
宜
見
直
し
を
行
う
こ

と
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

（
役
職
加
算
：
現
状
維
持
と

す
る
）
廃
止
す
る
と
い
う
意

見
と
現
状
維
持
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

（
政
務
活
動
費
：
現
状
の
１

万
円
と
す
る
）
収
支
報
告
書

を
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
。
来
期
に
お
い
て
、

実
態
調
査
に
取
り
組
む
。

（
市
長
諮
問
機
関
等
：
法
律

に
定
め
の
な
い
も
の
は
、
参

画
し
な
い
）
参
画
す
る
場
合

は
無
報
酬
と
す
る
。

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会
報

告
書
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
最
終
報
告

会運営委員会(委員長：石井伸之　副委員長：前田節子　委員：長内敏之、中川喜美代、藤田貴裕、望月健一 )議会 営委委員員会会((委委員員長：石井石井伸井伸之伸之　副副委委員員長：前前田田節子節子　委委員：長長内敏内敏之敏之、中中川川喜喜美代美代、藤藤田田貴裕貴裕、望月望月健一健一 )

総務文教委員会（10月21日、22日） 建設環境委員会（10月23日、24日） 福祉保険委員会（10月28日、29日）
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